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元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
十
月
四
日
、
刈
谷
藩
領
四
一
ヶ
村
の
百
姓
た
ち

が
池
鯉
道
山
神
に
集
結
し
、
藩
か
ら
示
さ
れ
た
こ
の
年
の
検
見
に
対
し
て
強

く
抗
議
し
た
。
騒
動
に
集
ま
っ
た
数
は
六
〜
七
〇
〇
人
に
及
ぶ
と
い
い
、
抗

議
行
動
は
刈
谷
城
下
を
目
指
す
予
定
で
あ
っ
た
。
藩
側
は
た
だ
ち
に
事
態
の

沈
静
化
へ
向
け
て
動
き
、
藩
役
人
を
百
姓
た
ち
の
集
結
す
る
現
場
へ
派
遣
し

て
願
書
を
受
け
取
っ
て
騒
ぎ
を
解
散
さ
せ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
検
見
を
主
導

し
た
新
任
の
郡
方
役
人
三
人
を
た
だ
ち
に
逼
塞
処
分
と
し
、
さ
ら
に
時
を
置

か
ず
し
て
刈
谷
藩
領
か
ら
追
放
し
た
。
一
方
、
百
姓
た
ち
の
抗
議
行
動
に
対

し
て
は
、
誤
り
証
文
を
提
出
さ
せ
て
庄
屋
の
一
部
を
呵
り
置
く
と
と
も
に
藩

領
す
べ
て
か
ら
合
わ
せ
て
一
五
〇
〇
俵
の
科
料
米
を
徴
収
し
た
。
こ
れ
が
刈

谷
藩
領
で
生
じ
た
元
文
三
年
百
姓
一
揆
の
概
要
で
あ
る
。

　

こ
の
一
揆
を
埋
も
れ
て
い
た
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
の
な
か
か
ら
見
い
だ
し
た

の
が
宇
野
幸
男
で
あ
る
。
宇
野
は
、
享
保
末
年
（
一
七
三
〇
年
代
）
に
お
け

る
刈
谷
藩
領
の
財
政
窮
乏
を
前
提
条
件
と
し
た
う
え
で
、「
直
接
に
は
元
文

三
年
、
藩
が
貢
納
強
化
の
た
め
に
新
し
い
検
見
法
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
た

め
」
に
一
揆
が
起
こ
っ
た
と
述
べ
る
。
宇
野
は
「
新
検
見
法
を
中
止
し
て
前

年
検
見
の
率
に
な
っ
た
こ
と
、
郡
奉
行
更
迭
の
復
旧
、
百
姓
か
ら
犠
牲
者
を

出
さ
な
か
っ
た
こ
と
等
の
点
に
お
い
て
、
百
姓
側
の
要
求
が
相
当
程
度
獲
得

さ
れ
た
と
見
て
よ
い
」
と
こ
の
一
揆
を
評
価
す
る
。

　
『
刈
谷
市
史
』
は
資
料
編
で
こ
の
一
揆
に
関
わ
る
史
料
を
二
点
掲
げ
（「
三

浦
家
文
書
」
日
録
と
『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
第
二
巻
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抄
録
）、

通
史
編
の
第
五
章
で
三
項
十
五
頁
に
わ
た
っ
て
一
揆
の
経
過
と
意
義
を
詳
述

す
る
（
表
１
参
照
）。
そ
れ
は
「
刈
谷
藩
に
お
い
て
も
、
享
保
十
年
に
は
二

万
両
の
累
積
赤
字
を
抱
え
る
程
に
藩
財
政
は
窮
迫
し
て
い
た
。」
と
述
べ
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
藩
財
政
の
窮
乏
を
打
開
す
る
方
法
と
し
て
、
ま
ず
は

藩
外
か
ら
の
資
金
調
達
に
奔
走
し
た
こ
と
が
例
示
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
金
策

も
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に
は
万
策
が
尽
き
、
享
保
十
九
年
か
ら
は
既
存

の
年
貢
先
納
金
に
加
え
て
村
方
御
用
金
を
課
し
て
、
領
内
か
ら
の
資
金
調
達

に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
「
先
納
金
・
御
用
金
の
厳
し
い
調
達
と

と
も
に
、
藩
収
入
の
基
本
で
あ
る
年
貢
の
増
徴
を
め
ざ
し
て
、
享
保
二
十
年

四
月
に
、
藩
は
領
内
惣
検
見
を
命
じ
た
」。
し
か
し
な
が
ら
年
貢
未
進
は
止

ま
ず
、
藩
財
政
の
困
窮
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
財
政
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表１　元文一揆の経過（『刈谷市史』第二巻による）

享保19年 駿府御用金から1000両拝借。
領内村方に対し、年貢先納金に加えて村方御用金を課す。

享保20年４月 領内惣検見を命じる。
　　　　７～８月 ８ヶ村が定免を願う。

　　20年 刈谷町酒屋鴻池又左衛門が525両の借金を抱えて倒産。
刈谷町豪商太田忠右衛門が金20両を融通できずに差し詰まる。

　　21（元文元）年 市原の材木商新五左衛門が御用金不納のため領内売買停止処分。
元文２年２月 御用金上納督促のために石取が領内庄屋を廻る。

　　３年３月 酒井善兵衛（江戸、浪人）を刈谷藩御用人格、勝手方、地方勤とする。
佐藤三太夫にも酒井と同様の地位と任務が与えられる。

　　　　４月25日 酒井・佐藤が江戸を出立。身延山、駿府に立ち寄り、５月９日刈谷着。
　　　　　　28日 酒井・佐藤が刈谷藩に出仕。その後、ふたりは江戸へ向けて出立。
　　　　７月17日 匂坂粂右衛門を目付格郡代に登用するとの通知が刈谷に届く。
　　　　　　19日 匂坂、刈谷着。23日～29日にかけて領内巡検。
　　　　８月３日 匂坂、検見致方書を国元用人渡部唐兵衛に提出。
　　　　　　11日 御用所に庄屋を集めて、今秋の検見について匂坂が説明。
　　　　　　12日 匂坂は代官を通じて９月５日から立毛検見を実施すると村々に通知。
　　　　　　17日 12ヶ村の庄屋が条件付で検見の中止を願い出る。
　　　　　　19日 村々は検見の全面中止を願い出る。
　　　　　　25日 佐藤三太夫が刈谷着。遅れて酒井も刈谷着。
　　　　　　28日 郡奉行筑摩猪右衛門・麻葉新右衛門が検見立会いにつき藩へ伺い。
　　　　　　29日 早稲の検見が始まる。
　　　　９月10日 佐藤・酒井に江戸入用金を含む勝手方一切取り仕切りを任す。
　　　　　　11日 佐藤・酒井は匂坂の在所屋敷に同居を開始。
　　　　　　15日 郡奉行筑摩・麻葉を更迭。酒井・佐藤・匂坂に村方支配の全権委任。
　　　　　　22日 領内全村を挙げて代官あてに検見のやり方をめぐる訴願。

　　　　10月２日 天水場にかかわる４ヶ村庄屋が検見の免除を願う。
国元家老から江戸藩邸に新役人３人の処分について伺い書提出（＊）。

　　　　　　３日 村々の農民たちの寄合。
　　　　　　４日 知立道山ノ神に600～700人の農民が集合。
　　　　　　５日 検見中止と新役人３人を処分。
　　　　　　６日 森十太兵衛を処分。
　　　　　　７日 筑摩・麻葉が郡奉行に復帰。匂坂と酒井を罷免、追放。
　　　　　　16日 佐藤を追放。
　　　　　　19日 森の処分解除。
　　　　11月２日 村方に申啓書の提出を求める。
　　　　　　13日 村方は誤証文を提出。
　　　　　　19日 科料米1500俵を課す。
　　　　12月21日 家老磯山勘解由を処分（蟄居）。

［備考］ （＊） 『刈谷市史』第二巻本文中では日付が明記されないが、『刈谷市史』第六巻所収の
史料によれば10月２日のことである。



刈
谷
藩
元
文
三
年
一
揆
に
つ
い
て
（
池
内
）

難
の
打
開
を
め
ざ
し
て
「
藩
政
改
革
の
専
門
家
を
登
用
す
る
」
こ
と
に
し

た
。
そ
れ
が
、「
江
戸
で
浪
人
中
の
酒
井
善
兵
衛
」
と
佐
藤
三
太
夫
の
任
用

で
あ
っ
た
。
佐
藤
は
享
保
十
九
年
に
駿
府
御
用
金
か
ら
千
両
拝
借
を
引
き
出

し
た
経
験
が
あ
っ
た
（
三
四
〇
頁
）。
ま
た
右
の
二
人
に
や
や
遅
れ
て
匂
坂

粂
右
衛
門
を
郡
代
役
と
し
て
登
用
し
、「
九
月
十
五
日
に
三
人
は
こ
れ
ま
で

の
郡
奉
行
筑
摩
猪
右
衛
門
・
麻
葉
新
左
衛
門
に
代
わ
っ
て
、
郡
方
・
勝
手
方

は
も
と
よ
り
、
村
方
拝
借
米
の
差
配
も
含
め
て
、
村
方
支
配
の
全
権
を
藩
か

ら
委
任
さ
れ
た
。
こ
こ
に
新
役
人
三
人
に
よ
る
、
新
検
見
法
の
実
施
を
中
心

と
す
る
財
政
改
革
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
」（
三
四
五
頁
）。

　

と
こ
ろ
が
わ
ず
か
半
月
余
に
し
て
「
財
政
改
革
の
取
り
組
み
」
は
頓
挫
す

る
。
十
月
四
日
に
六
〜
七
〇
〇
人
の
百
姓
た
ち
が
集
結
す
る
騒
動
が
起
こ
る

と
、「
翌
朝
に
は
、
手
ま
わ
し
よ
く
検
見
の
中
止
と
新
役
人
三
人
の
処
分

が
、
三
家
老
の
連
名
で
発
表
さ
れ
た
」。
こ
の
新
役
人
三
人
の
速
や
か
な
罷

免
の
背
景
に
は
、「
騒
動
前
に
こ
の
こ
と
を
予
測
し
て
、
江
戸
刈
谷
藩
邸
に

あ
ら
か
じ
め
伺
い
を
立
て
る
と
い
う
、
国
元
家
老
た
ち
の
騒
動
回
避
へ
向
け

て
の
手
回
し
の
よ
い
準
備
が
あ
っ
た
」（
三
四
九
頁
）
と
指
摘
す
る
。
た
だ

し
匂
坂
・
酒
井
の
処
分
が
早
々
に
決
ま
っ
た
の
に
対
し
佐
藤
の
処
分
を
め
ぐ

る
議
論
が
紛
糾
し
、「
新
役
人
の
処
分
を
め
ぐ
る
藩
首
脳
部
の
議
論
の
背
景

に
は
、
新
役
人
の
登
用
を
歓
迎
し
た
部
分
と
、
快
く
思
わ
な
か
っ
た
部
分
と

の
対
立
を
予
想
さ
せ
る
」（
三
五
〇
頁
）
と
い
う
。

　

百
姓
に
対
す
る
処
分
に
あ
っ
て
も
「
科
料
米
こ
そ
課
さ
れ
た
が
、
農
民
側

に
一
人
の
処
分
者
も
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
注
目
さ
れ
る
」（
三

五
一
頁
）
と
い
い
、
そ
れ
は
「
新
役
人
処
分
問
題
で
も
め
た
よ
う
な
藩
内
事

情
」
の
ゆ
え
だ
と
す
る
。「
藩
内
が
割
れ
て
い
て
は
、「
頭
取
吟
味
」
そ
し
て

処
分
と
い
う
よ
う
に
強
行
で
き
な
か
っ
た
」
と
す
る
見
立
て
で
あ
る
。
有
毛

検
見
法
を
「
一
人
の
処
分
者
も
だ
す
こ
と
な
く
」
阻
止
し
、
そ
の
後
の
「
年

貢
量
の
増
大
を
若
干
に
と
ど
め
、
以
後
固
定
化
せ
し
め
た
」
と
こ
ろ
に
「
こ

の
一
揆
の
力
が
大
き
か
っ
た
」（
三
五
二
頁
）
と
い
う
の
が
元
文
一
揆
の
評

価
で
あ
る
。

　
『
新
編
安
城
市
史
』
で
は
「
年
貢
徴
収
方
法
に
み
る
領
主
支
配
」（
第
二
章

第
一
節
第
二
項
）
と
す
る
項
で
の
言
及
だ
け
に
、
そ
の
関
心
は
有
毛
検
見
法

導
入
の
試
み
の
方
に
置
か
れ
て
お
り
、
一
揆
の
経
過
に
関
す
る
叙
述
を
更
新

す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
一
揆
は
「
刈
谷
藩
が
定
免
制
に
代
わ
る
あ
ら
た

な
年
貢
確
定
法
と
し
て
有
毛
検
見
法
の
導
入
を
図
」
っ
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た

も
の
で
あ
り
、「
そ
れ
に
対
す
る
村
の
抵
抗
が
一
揆
と
し
て
表
面
化
し
た
」

も
の
と
評
価
す
る
（
一
五
五
頁
）。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、（
1
）
元
文
三
年
時
点
で
刈
谷
藩
の
財
政
窮
乏
に
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
打
開
策
の
一
つ
と
し
て
有
毛
検
見
法
の
導
入
が
試

み
ら
れ
た
こ
と
、（
2
）
そ
れ
に
対
し
て
藩
領
四
一
ヶ
村
の
領
民
た
ち
が
抗

議
行
動
を
行
い
、
藩
の
政
策
が
即
時
撤
回
さ
れ
た
こ
と
（
そ
の
撤
回
に
は
施

策
の
現
地
で
の
実
行
担
当
者
の
罷
免
を
も
含
む
）、（
3
）
政
策
の
撤
回
は
き

わ
め
て
迅
速
に
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
当
該
政
策
を
め
ぐ
る
藩
内
の

意
見
対
立
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
こ
う
し
た
諸
点
が
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
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本
稿
は
、
右
の
三
つ
の
う
ち
先
ず
も
っ
て（
1
）（
2
）に
言
及
で
き
れ
ば

と
思
う
。

一
　
元
文
三
年
一
揆
が
起
こ
る
ま
で

　

元
文
三
年
一
揆
の
直
接
の
前
提
と
な
っ
た
刈
谷
藩
政
の
動
き
を
、『
刈
谷

市
史
』
に
倣
っ
て
財
政
難
の
打
開
を
め
ざ
し
た
財
政
改
革
の
取
り
組
み
で

あ
っ
た
と
し
て
お
こ
う
。『
刈
谷
市
史
』
の
叙
述
（
表
１
）
と
重
複
す
る

が
、
酒
井
・
佐
藤
の
任
用
か
ら
罷
免
に
い
た
る
過
程
を
再
確
認
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
た
い
。

﹇
史
料
一
﹈

〇
〔
四
月
廿
六
日
〕
今
晩
江
戸
ゟ
御
便
有
之
、
左
之
通
申
来
、

　

御
用
人
格
、
御
勝
手
方
一
式
、
地
方
共
ニ
、
右
御
用
相
勤
候
ニ
付
一
ヶ

年
ニ
金
三
十
両
ツ
ヽ
宛
之 

佐
藤
三
太
夫　
　

　

御
用
人
格
、
四
十
人
扶
持
被
下
、
御
勝
手
方
、
御
地
方
と
も
ニ
一
式
、 

 

酒
井
善
兵
衛　
　

右
之
通
、
当
十
五
日
被
仰
付
候
、
善
兵
衛
儀
浪
人
之
由
、
此
度
被
召
出
、

右
之
通
被
仰
付
、
早
速
御
礼
申
上
、
神
文
等
相
済
候
旨
申
来
、

 

（「
三
浦
家
日（
１
）録

」
元
文
三
年
〔
Ａ
40
〕
四
月
廿
六
日
条
。

 

傍
線
は
引
用
者
、
以
下
同
様
）

　

元
文
三
年
四
月
十
五
日
、
江
戸
で
佐
藤
三
太
夫
、
酒
井
善
兵
衛
を
御
用
人

格
で
御
勝
手
向
・
地
方
役
人
と
し
て
登
用
し
た
と
す
る
知
ら
せ
が
同
月
二
六

日
に
刈
谷
へ
届
い
た
。
当
時
、
藩
主
義
理
は
在
府
中
で
あ
っ
た
。
酒
井
が
浪

人
で
あ
っ
た
こ
と
は
右
史
料
の
と
お
り
で
あ
る
。
他
方
、
佐
藤
の
経
歴
は
詳

ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
享
保
十
九
年
三
月
に
御
留
守
居
手
代
を
免
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
同
二
十
年
二
月
に
御
取
次
格
に
任
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
元
文

二
年
閏
十
一
月
に
築
地
御
屋
敷
御
預
ケ
・
田
安
番
所
詰
を
命
じ
ら
れ
て
お

り
、
と
き
ど
き
江
戸
か
ら
刈
谷
へ
赴
い
て
御
用
務
め
を
行
っ
て
い
）
2
（

る
と
こ
ろ

か
ら
、
三
浦
家
江
戸
藩
邸
詰
の
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
享
保
十

九
年
に
は
駿
府
借
用
金
の
調
達
に
尽
力
）
3
（
し
、
そ
の
功
に
対
し
て
小
袖
一
が
与

え
ら
れ
て
い
）
4
（

る
。

　

佐
藤
・
酒
井
の
両
名
は
四
月
二
五
日
に
江
戸
を
発
ち
、
身
延
山
お
よ
び
駿

河
・
遠
江
の
あ
た
り
に
立
ち
寄
っ
て
か
ら
刈
谷
に
向
か
う
と
の
こ
と
で

あ
っ
）
5
（

た
。
身
延
山
へ
の
立
ち
寄
り
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
駿
河
・
遠
江
の

あ
た
り
（
駿
遠
之
間
）
に
は
用
事
が
あ
っ
て
立
ち
寄
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
刈
谷
到
着
は
五
月
九
日
で
あ
）
6
（

る
。
ま
た
、
佐
藤
・
酒
井
の
江
戸
出
立
に

あ
わ
せ
て
筑
摩
猪
右
衛
門
も
少
し
遅
れ
て
江
戸
を
出
立
し
）
7
（

た
。
筑
摩
は
元
文

二
年
五
月
二
八
日
の
藩
主
義
理
の
江
戸
参
府
に
少
し
遅
れ
て
同
年
六
月
か
ら

江
戸
藩
邸
へ
詰
め
て
お
り
、
刈
谷
へ
は
元
文
三
年
五
月
十
日
に
戻
っ
た
。
刈

谷
に
戻
っ
た
筑
摩
は
麻
葉
新
右
衛
門
と
と
も
に
、
酒
井
・
佐
藤
ら
と
交
代
す

る
ま
で
は
勝
手
方
・
地
方
支
配
を
担
っ
た
人
物
で
あ
り
、
五
月
十
四
日
に
は

既
に
古
銀
引
替
に
か
か
わ
る
幕
府
法
令
の
領
内
触
流
し
に
連
署
し
て
い
）
8
（

る
。
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刈
谷
藩
元
文
三
年
一
揆
に
つ
い
て
（
池
内
）

な
お
、
刈
谷
に
到
着
し
た
佐
藤
・
酒
井
の
滞
在
は
短
期
間
で
、
同
月
二
六
日

に
は
両
名
と
も
に
江
戸
へ
下
っ
て
ゆ
）
9
（

く
。
佐
藤
が
刈
谷
に
戻
る
の
は
八
月
二

五
日
、
酒
井
は
九
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
お
そ
ら
く
佐
藤
・
酒
井
が
江
戸
に
戻
っ
て
ま
も
な
く
、
匂
坂

が
御
目
付
格
郡
代
并
勝
手
方
に
任
命
さ
れ
た
。
次
に
示
す
﹇
史
料
二
﹈
七
月

九
日
条
は
、
ほ
か
の
ヶ
条
の
書
き
ぶ
り
と
対
比
す
る
と
、
江
戸
で
六
月
二
六

日
に
匂
坂
が
召
し
出
さ
れ
た
と
す
る
連
絡
が
七
月
九
日
に
刈
谷
に
到
着
し
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
日
付
に
誤
り
が
無
い
と
す
れ
ば
、
藩
主
義
理
は
同
じ

六
月
二
六
日
に
江
戸
発
駕
、
七
月
四
日
に
刈
谷
帰
城
し
て
い
）
10
（

る
か
ら
、
帰
国

へ
向
け
て
の
慌
た
だ
し
い
さ
な
か
に
匂
坂
を
召
し
出
し
た
こ
と
と
な
る
。

　

そ
し
て
﹇
史
料
二
﹈
に
よ
れ
ば
、
郡
奉
行
の
筑
摩
猪
右
衛
門
・
麻
葉
新
右

衛
門
、
新
た
に
取
り
立
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
佐
藤
三
太
夫
・
酒
井
善
兵
衛
と

と
も
に
郡
代
・
御
勝
手
方
の
職
務
に
励
む
こ
と
、
当
面
は
匂
坂
（
現
・
静
岡

県
磐
田
市
）
の
住
ま
い
に
居
り
な
が
ら
刈
谷
へ
通
う
の
で
構
わ
な
い
こ
と

（
ⓐ
）、
御
用
の
内
容
に
よ
っ
て
は
江
戸
藩
邸
へ
も
参
上
す
る
こ
と
（
ⓑ
）、

こ
う
し
た
こ
と
が
匂
坂
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
た
。
匂
坂
の
刈
谷
到
着
は
七
月

十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。

﹇
史
料
二
﹈

Ａ
七
月
九
日　
　
　
　
　
　

六
月
廿
六
日

一
御
歩
行
二
十
人
扶
持
御
目
付
格
被
召
出
、
郡
代
并
御
勝
手
方
共
可
勤

候
、
ⓐ
住
居
者
匂
坂
ニ
罷
在
、
刈
谷
ニ
通
と
可
相
心
得
候
、
筑
摩
猪
右

衛
門
・
麻
葉
新
右
衛
門
・
佐
藤
三
太
夫
・
酒
井
善
兵
衛
可
申
合
候
、
ⓑ

江
戸
表
ニ
も
御
用
之
節
者
可
罷
上
候
、

 

（
勝
山
藩
家
老
九
津
見
家
資
料
０
１
９
６
「
被
仰
渡
申
渡
扣　

 

 

従
元
禄
十
五
午
年
至
延
享
四
卯
年
」）

Ｂ
同
〔
七
月
〕
十
七
日

此
度
匂
坂
粂
右
衛
門
被
召
出
、
御
目
付
格
郡
代
役
被
仰
付
候
、
地
方
役
人

万
端
差
図
を
請
可
相
勤
候
、
近
々
粂
右
衛
門
御
領
分
相
廻
候
間
、
ⓒ
庄

屋
・
組
頭
致
案
内
、
地
境
村
境
無
相
違
引
合
可
申
候
、
是
迄
之
義
不
依
何

事
可
相
尋
候
間
、
有
体
ニ
可
申
聞
候
、

右
之
趣
御
代
官
中
江
申
渡
、
御
領
分
廻
達
有
之
候
様
ニ
申
渡
、
其
外
穀

取
・
御
普
請
方
・
山
廻
り
共
江
も
申
付
候
、

同
十
九
日
、
匂
坂
粂
右
衛
門
着
、
今
晩
ハ
御
賄
初
而
罷
越
候
付
、
一
汁
三

菜
下
壱
菜
ニ
可
仕
旨
御
台
所
ニ
而
出
来
、
御
賄
所
ゟ
仕
出
、

同
廿
日
、
今
朝
よ
り
御
賄
之
義
申
渡
候
処
、
手
前
賄
ニ
可
仕
旨
ニ
付
、
諸

道
具
今
朝
相
渡
、

 

（「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
40
〕
七
月
十
七
日
〜
廿
日
条
）

Ｃ
〇
匂
坂
粂
右
衛
門
、
検
見
致
方
ノ
書
付
、
今
日
唐
兵
衛
へ
相
渡
、
猶
又

委
細
ヲ
粂
右
衛
門
御
用
人
衆
へ
被
尋
候
而
、
其
上
ニ
而
達
御
聴
候
様
申
談

候
而
、
相
渡
、

 

（「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
39
〕
八
月
三
日
条
）

Ｄ
同
十
一
日
、
匂
坂
粂
右
衛
門
ゟ
存
寄
之
検
見
之
仕
法
当
年
ゟ
可
被
仰
付

旨
ニ
付
、
今
日
庄
屋
共
呼
寄
於
御
用
所
立
合
、
粂
右
衛
門
ゟ
申
渡
置
、
帳
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名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
論
集 

第
４
号

面
之
仕
方
等
三
冊
ニ
記
、
写
取
候
様
ニ
相
渡
、

 

（「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
40
〕
八
月
十
一
日
条
）

　

そ
の
後
、
七
月
二
三
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
七
日
間
、
匂
坂
は
穀
取
（
石

取
）
二
名
を
補
佐
役
と
し
て
刈
谷
領
内
の
巡
検
に
出
か
け
）
11
（

た
。
そ
こ
に
は
庄

屋
・
組
頭
が
案
内
を
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ
り
、
地
境
・
村
境
の
点
検
（
お

そ
ら
く
は
現
況
と
絵
図
の
突
き
合
わ
せ
）
や
年
貢
収
納
に
か
か
わ
る
先
例
・

慣
行
を
こ
と
細
か
に
事
情
聴
取
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
ⓒ
）。
八
月
三
日
、

匂
坂
は
検
見
実
施
案
を
書
面
に
し
て
八
月
の
月
番
目
付
渡
部
唐
兵
衛
へ
提
出

し
た
。
案
の
細
部
に
つ
い
て
御
用
人
衆
と
質
疑
を
重
ね
た
う
え
で
藩
主
の
裁

可
を
得
た
い
と
し
た
（
Ｃ
）。

　

そ
し
て
八
月
十
一
日
、
恐
ら
く
は
刈
谷
藩
内
で
の
検
討
も
経
た
上
で
、
匂

坂
に
よ
る
検
見
実
施
案
に
も
と
づ
い
て
検
見
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
匂
坂
自

身
に
よ
っ
て
領
内
の
庄
屋
ど
も
に
知
ら
さ
れ
た
。
御
用
所
に
集
め
ら
れ
た
庄

屋
た
ち
に
対
し
て
匂
坂
は
、
新
た
な
検
見
の
実
施
方
法
と
り
わ
け
村
の
側
が

作
成
す
べ
き
帳
面
の
仕
立
て
方
な
ど
を
記
し
た
書
面
を
三
冊
提
示
し
、
そ
れ

を
写
し
取
る
よ
う
に
指
示
し
た
（
Ｄ
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
同
日
（
十
一
日
）
中
な
い
し
は
翌
十
二
日
、
領
内
の
十

二
ヶ
村
か
ら
新
た
な
検
見
の
方
式
に
は
不
慣
れ
で
あ
る
こ
と
、
以
前
か
ら
定

免
の
と
こ
ろ
は
定
免
の
ま
ま
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
の
二
点
を
願
書
に
し
て

地
方
代
官
の
ひ
と
り
永
田
彦
右
衛
門
に
あ
て
て
提
出
し
た
（
後
掲
﹇
史
料

あ
﹈）。『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
の
記
載
で
は
右
の
願
書
の
次
項
に
、
匂
坂
か

ら
三
代
官
（
小
嶋
清
助
・
永
田
彦
右
衛
門
・
猪
瀬
庄
兵
衛
）
に
宛
て
て
新
た

な
検
見
方
法
に
よ
る
検
見
を
九
月
五
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を
領
内
の
村
々

へ
廻
達
す
る
よ
う
求
め
る
八
月
十
二
日
付
「
申
触
候
覚
」
が
あ
る
﹇
史
料

三
﹈。
右
の
願
書
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
検
見
の
実
施
を
伝
え
よ
う
と

し
た
か
、
願
書
を
見
る
前
に
検
見
の
実
施
を
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
な
の
か

は
良
く
分
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
当
初
の
予
定
通
り
に
検
見
は
実
施
す

る
と
の
宣
言
で
あ
る
。

﹇
史
料
）
12
（

三
﹈

　
　
　
　
　

申
触
候
覚

一
来
月
五
日
頃
ゟ
田
方
当
立
毛
検
見
相
始
、
村
順
ニ
令
見
分
候
、
依
て
先

達
て
名
主
・
組
頭
・
惣
百
姓
立
会
内
見
致
、
前
方
申
渡
候
別
紙
案
文
之

通
り
帳
面
仕
立
可
被
申
候
、
本
田
・
新
田
共
田
並
坪
付
検
見
致
候
間
、

帳
面
之
通
銘
々
紙
札
ニ
記
、
田
毎
ニ
相
立
引
合
之
入
見
分
可
被
申
候
、

反
別
過
不
足
歩
有
之
歟
、
手
く
ら
ヶ
間
敷
儀
仕
、
後
日
ニ
勘
定
違
・
考

違
な
と
申
分
仕
候
共
、
名
主
・
組
頭
可
為
越
度
候
間
、
入
念
帳
面
仕
立

可
被
指
出
候
、

一
本
田
之
内
取
下
ヶ
段
免
有
之
ハ
、
番
附
之
下
ニ
免
定
面
之
あ
さ
な
相

記
、
反
歩
寄
・
分
米
共
ニ
銘
々
ニ
可
被
致
候
、

一
畑
田
成
・
本
田
・
新
田
・
切
添
・
永
荒
・
起
返
り
の
場
所
有
之
ハ
、
当

御
年
貢
上
納
可
有
之
候
、
若
隠
置
、
後
日
知
レ
候
ハ
ヽ
是
又
急
度
可
被

仰
付
候
、
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刈
谷
藩
元
文
三
年
一
揆
に
つ
い
て
（
池
内
）

一
検
見
泊
り
休
之
節
、
名
主
宅
江
百
姓
大
勢
集
候
事
無
用
ニ
候
、
朝
夕
水

夫
働
候
者
斗
指
出
、
入
用
不
掛
様
可
被
致
候
、
尤
兼
て
被
仰
付
候
通
、

所
ニ
有
合
野
菜
ニ
て
相
賄
、
馳
走
ヶ
間
敷
儀
一
切
被
致
間
敷
候
、
惣
て

年
中
入
用
不
掛
様
ニ
致
、
無
拠
入
用
之
分
帳
面
ニ
記
、
百
姓
銘
々
印
形

取
之
置
、
何
時
も
相
尋
候
節
可
被
指
出
候
、

一
村
々
ニ
お
い
て
末
々
之
御
役
人
并
小
者
等
百
姓
を
頼
、
調
物
一
切
不
致

候
様
ニ
堅
被
仰
付
候
間
、
可
被
得
其
意
候
、

　

右
之
趣
、
村
々
江
御
申
付
可
被
成
候
、
已
上

　
　
　

八
月
十
二
日 

匂
坂
粂
右
衛
門　
　

　
　
　
　
　

御
代
官
中

　

右
之
通
被
仰
渡
候
、
可
被
得
其
意
候
、
已
上

　
　
　

同
日 

小
嶋
清
助　
　
　
　

 
永
田
彦
右
衛
門　
　

 
猪
瀬
庄
兵
衛　
　
　

　
　

以
手
紙
申
遣
候
、
然
ハ
検
見
日
限
は
追
て
可
申
触
候
間
、
左
様
可
被

相
心
得
候
、
已
上

　
　
　
　

八
月
十
二
日 

三
代
官　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

村
々

　

こ
れ
に
対
し
て
八
月
十
七
日
、
領
内
の
十
二
ヶ
村
は
改
め
て
願
書
（
後
掲

﹇
史
料
い
﹈）
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
新
た
な
検
見
法
に
は
不
慣
れ
で
は
あ

る
が
指
示
通
り
に
検
見
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
そ
の
か
わ
り
に
従
来
通
り
の

免
と
変
わ
ら
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
検
見
の
対
象
外
と
し
て
ほ
し
い
こ
と

（「
元
免
ニ
引
合
候
分
ハ
は
ね
田
被
為
仰
下
置
候
様
」）、
代
々
定
免
と
し
て
凶

作
で
も
定
量
を
納
め
て
き
た
「
山
田
（
山
之
田
）」
に
つ
い
て
は
従
来
通
り

定
免
に
し
て
ほ
し
い
と
す
る
要
望
書
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
引
き
続
き
領
内
す

べ
て
の
村
々
か
ら
新
た
な
検
見
を
実
施
し
な
い
よ
う
求
め
る
願
書
が
提
出
さ

れ
た
と
い
う
（﹇
史
料
四
﹈
ⓓ
）。
そ
れ
ら
願
書
を
見
た
藩
主
は
、
十
九
日
、

「
み
な
で
相
談
し
て
決
め
よ
」
と
指
示
し
た
の
で
、
家
老
は
そ
れ
ら
願
書
を

す
べ
て
目
を
通
す
こ
と
と
な
っ
た
（
ⓔ
）。

﹇
史
料
四
﹈

〇
ⓓ
今
度
匂
坂
粂
右
衛
門
検
見
仕
方
ニ
付
、
村
方
ゟ
不
残
御
免
之
願
書
差

出
候
、
ⓔ
此
間
内
見
い
た
し
候
而
唐
兵
衛
を
以
入
御
覧
候
処
、
今
日
被
仰

出
候
者
、
皆
共
相
談
之
通
可
致
旨
被
仰
出
候
而
、
書
付
不
残
受
取
申
候
、　

 

（「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
39
〕
八
月
十
九
日
条
）

　

さ
て
、
こ
の
間
の
新
た
な
仕
法
に
よ
る
検
見
の
実
施
へ
向
け
て
の
動
き

は
、
い
わ
ば
匂
坂
粂
右
衛
門
が
主
導
し
て
進
め
て
お
り
、
佐
藤
・
酒
井
は
関

与
し
て
い
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
先
述
の
通
り
、
佐
藤
が
刈
谷
に
戻
る
の
は

八
月
二
五
日
、
酒
井
は
九
月
三
日
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
八
月
二

八
日
に
な
っ
て
、
筑
摩
猪
右
衛
門
・
麻
葉
新
右
衛
門
の
両
名
が
当
年
の
検
見

に
加
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
何
の
指
示
も
な
い
の
で
こ
の
先
ど
う
す
れ
ば
良
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い
か
藩
主
の
意
向
を
確
認
し
て
い
）
13
（

る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
勝

手
方
・
地
方
支
配
を
担
当
し
て
い
た
は
ず
の
筑
摩
猪
右
衛
門
・
麻
葉
新
右
衛

門
の
両
名
も
こ
の
た
び
の
検
見
施
行
過
程
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
た
。
二
八

日
の
指
示
は
、
筑
摩
・
麻
葉
が
ひ
と
り
ず
つ
交
代
で
検
見
の
現
場
に
出
る
よ

う
に
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
ま
で
に
新
た
な
検
見
仕
法
に
つ

い
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
て
か
ら
の
指
示
だ
け
に
、
筑
摩
・
麻
葉

が
検
見
の
現
場
で
求
め
ら
れ
た
役
割
も
中
心
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
匂
坂
は
登
用
さ
れ
る
に
際
し
て
「
筑
摩
猪
右
衛
門
・
麻
葉
新

右
衛
門
・
佐
藤
三
太
夫
・
酒
井
善
兵
衛
可
申
合
候
」
と
す
る
指
示
を
受
け
て

い
た
（﹇
史
料
二
﹈
Ａ
）。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
匂
坂
単
独
で
こ
と
を
進

め
て
き
た
。
こ
こ
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
新
た
な
検
見
法
は
「〔
匂
坂

粂
右
衛
門
〕
存
寄
之
検
見
之
仕
法
」（﹇
史
料
二
﹈
Ｄ
）
で
あ
っ
た
。
筑
摩
・

麻
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
佐
藤
・
酒
井
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
匂
坂
だ
け

に
備
わ
っ
た
仕
法
で
あ
り
知
識
（
経
験
も
含
む
）
で
あ
っ
た
。

　
『
地
方
凡
例
録
』「
畝
引
検
見
之
事
」
に
は
「
享
保
以
来
料
所
の
分
ハ
残
ら

ず
有
毛
取
に
成
て
畝
引
検
見
ハ
な
し
、
今
も
私
領
方
に
て
ハ
上
方
・
中
国
・

関
東
と
も
畝
引
検
見
も
あ
り
、
又
は
料
所
並
な
る
色
取
も
あ
り
、
是
其
家
々

の
法
に
て
い
た
す
こ
と
ゝ
見
え
た
り
」
と
す
る
記
述
が
得
ら
れ
る
（
大
石
慎

三
郎
校
訂
『
地
方
凡
例
録
』
上
、
近
藤
出
版
社
、
一
九
六
九
年
、
一
六
八

頁
）。
こ
こ
に
い
う
「
今
」
は
、『
地
方
凡
例
録
』
の
著
者
大
石
久
敬
が
同
書

編
纂
を
試
み
て
い
た
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
以
後
の
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の

こ
ろ
地
域
に
よ
っ
て
は
畝
引
検
見
法
を
採
る
地
域
も
あ
れ
ば
有
毛
検
見
法
を

採
る
地
域
も
あ
っ
た
。「
享
保
以
来
料
所
の
分
ハ
残
ら
ず
有
毛
取
に
成
て
」

に
関
わ
っ
て
は
、『
地
方
凡
例
録
』「
有
毛
検
見
之
事
」
に
「
享
保
年
中
勘
定

奉
行
神
尾
若
狭
守
之
を
申
立
、
料
所
の
分
ハ
残
ら
ず
有
毛
検
見
に
成
た
り
」

（
同
前
一
七
〇
〜
一
七
一
頁
）
と
す
る
記
述
も
あ
る
。
享
保
年
中
か
ら
は
料

所
す
な
わ
ち
幕
府
領
で
は
有
毛
検
見
が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

匂
坂
粂
右
衛
門
は
匂
坂
の
居
宅
か
ら
通
い
な
が
ら
刈
谷
藩
で
の
検
見
仕
法

を
担
当
す
れ
ば
良
い
と
さ
れ
て
い
た
。
居
宅
の
正
確
な
位
置
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
匂
坂
村
は
お
お
よ
そ
旗
本
領
で
あ
り
（『
旧
高
旧
領

取
調
帳
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
Ｈ
Ｐ
）、
周
囲
に
は
幕

領
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
何
よ
り
も
中
泉
代
官
所
の
所
在
地
か
ら
は
さ
ほ
ど

遠
く
離
れ
て
は
い
な
い
。「〔
匂
坂
粂
右
衛
門
〕
存
寄
之
検
見
之
仕
法
」
は
、

そ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
獲
得
さ
れ
た
当
時
最
新
の
仕
法
だ
っ
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
。

　

匂
坂
の
任
用
は
、
江
戸
で
刈
谷
藩
国
元
に
お
け
る
御
勝
手
方
・
地
方
と
も

一
式
を
委
ね
ら
れ
た
酒
井
・
佐
藤
の
任
用
か
ら
二
ヶ
月
余
り
遅
れ
て
い
る
。

酒
井
・
佐
藤
は
、
江
戸
を
発
っ
て
刈
谷
へ
赴
く
際
に
「
駿
遠
之
間
用
事
有
之

候
付
立
寄
」
こ
と
を
断
っ
て
お
）
14
（

り
、
五
月
九
日
に
刈
谷
に
到
着
し
た
の
ち
同

二
六
日
に
は
江
戸
へ
向
け
て
出
立
し
た
。
匂
坂
の
江
戸
で
の
任
用
は
、
酒

井
・
佐
藤
の
江
戸
着
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
す
る

と
、
匂
坂
を
刈
谷
藩
江
戸
藩
邸
に
推
挙
し
た
の
は
こ
の
二
人
と
見
て
良
い
の

で
は
な
い
か
。

　

八
月
二
五
日
に
佐
藤
三
太
夫
が
刈
谷
に
戻
る
と
す
ぐ
に
、
二
九
日
か
ら
領
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刈
谷
藩
元
文
三
年
一
揆
に
つ
い
て
（
池
内
）

内
の
検
見
が
始
め
ら
れ
）
15
（

た
。
そ
の
後
、
史
料
に
よ
っ
て
日
付
に
差
が
あ
る

が
、
九
月
六
）
16
（

日
な
い
し
十
一
）
17
（

日
に
、
筑
摩
・
麻
葉
の
両
名
が
郡
奉
行
兼
役
并

地
方
御
役
人
支
配
を
免
じ
ら
れ
、
佐
藤
・
酒
井
・
匂
坂
の
三
名
が
代
わ
っ
て

そ
の
任
に
就
い
た
。『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
で
は
、
そ
う
し
た
交
代
が
領
内

に
知
ら
さ
れ
た
の
は
九
月
十
五
日
の
こ
と
と
す
る
。
ま
た
十
日
に
は
、
佐

藤
・
酒
井
の
両
名
が
刈
谷
藩
国
元
の
入
用
だ
け
で
な
く
、
江
戸
藩
邸
で
の
入

用
に
つ
い
て
も
差
配
す
る
こ
と
と
さ
れ
）
18
（

た
。
さ
ら
に
当
初
は
匂
坂
か
ら
の
通

い
で
良
い
と
さ
れ
て
い
た
粂
右
衛
門
に
刈
谷
で
屋
敷
を
与
え
る
の
で
引
っ
越

し
て
く
る
よ
う
求
め
、
佐
藤
・
酒
井
も
刈
谷
滞
在
中
は
同
じ
屋
敷
で
過
ご
す

よ
う
命
じ
）
19
（
た
。
こ
こ
に
三
人
の
新
役
人
主
導
に
よ
る
財
政
改
革
が
本
腰
を
入

れ
て
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
財
政
改
革
へ
の
動
き
が
始
ま
っ
た
矢
先
に
、
九
月

二
二
日
、
検
見
の
実
施
方
法
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
る
願
書

が
領
内
四
一
ヶ
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
（
後
掲
﹇
史
料
う
﹈）。
ま
た
古
来
定
免

と
さ
れ
て
き
た
「
山
田
（
山
之
田
）」
に
高
を
も
つ
周
辺
四
ヶ
村
が
八
月
十

七
日
に
引
き
続
き
十
月
二
日
に
も
願
書
を
提
出
し
、
思
い
切
っ
た
譲
歩
案
を

提
示
し
つ
つ
、
匂
坂
の
主
導
す
る
新
た
な
検
見
仕
法
の
展
開
に
軌
道
修
正
を

求
め
た
（
後
掲
﹇
史
料
え
﹈）。
譲
歩
と
は
、「
山
田
（
山
之
田
）」
の
定
免
を

認
め
て
も
ら
う
代
わ
り
に
、
今
後
三
年
間
は
通
常
の
年
貢
米
に
加
え
て
毎
年

二
五
俵
余
分
に
納
め
る
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
に
は
村
々
の
百
姓
た
ち
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
集
ま
っ
て
は
騒
動

を
起
こ
し
そ
う
だ
と
い
う
風
聞
が
あ
り
（﹇
史
料
五
﹈
ⓕ
）、
十
月
三
日
夜
に

も
そ
う
し
た
寄
合
が
あ
っ
た
と
い
う
（
ⓖ
）。
そ
し
て
、
集
ま
っ
た
人
々
は

十
月
四
日
に
は
刈
谷
城
下
（
町
口
門
）
ま
で
押
し
寄
せ
る
と
い
う
知
ら
せ
も

あ
っ
た
（
ⓗ
）。
そ
し
て
そ
の
四
日
、
百
姓
ど
も
六
〜
七
百
人
が
「
八
丁
山

ノ
神
）
20
（

」の
あ
た
り
に
次
第
に
集
合
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
た
。

検
見
の
現
場
に
出
て
い
た
佐
藤
・
酒
井
・
匂
坂
の
三
名
を
家
老
宅
（
九
津
見

家
史
料
で
は
九
津
見
吉
左
衛
門
宅
）
に
呼
び
戻
し
、
た
だ
ち
に
善
処
す
る
よ

う
命
じ
た
。
佐
藤
が
百
姓
た
ち
の
集
合
す
る
場
所
へ
出
向
い
て
願
書
を
受
け

取
り
、「
願
い
は
聞
き
届
け
る
か
ら
退
散
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
そ
れ
で
百
姓

た
ち
は
夜
中
に
か
け
て
次
第
に
解
散
し
た
と
い
う
（
ⓘ
）。

　

な
お
、
家
老
九
津
見
の
残
し
た
記
録
（
Ｆ
）
に
よ
れ
ば
、
百
姓
た
ち
が
集

ま
っ
て
騒
動
中
の
場
所
へ
出
か
け
て
い
っ
た
の
は
三
太
夫
と
御
代
官
猪
瀬
庄

兵
衛
の
ほ
か
に
石
取
二
人
と
四
ヶ
村
庄
屋
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
庄
屋
た

ち
が
先
述
の
「
山
田
（
山
之
田
）」
周
辺
四
ヶ
村
の
庄
屋
だ
と
す
れ
ば
、
彼

ら
は
新
た
な
検
見
仕
法
に
対
し
て
妥
協
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
騒
動
の
場
に
集

結
し
た
人
々
に
比
べ
れ
ば
穏
健
派
と
見
え
た
。
そ
し
て
三
太
夫
以
下
の
面
々

が
騒
動
の
人
た
ち
に
向
か
っ
て
「
段
々
ニ
申
聞
候
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
騒

ぎ
を
静
め
る
よ
う
説
得
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
す
る
と
集
ま
っ
た

人
々
を
代
表
し
て
願
書
が
提
出
さ
れ
、
三
太
夫
の
発
言
が
あ
っ
て
騒
動
は
解

散
に
至
っ
た
と
い
う
（ 

 ⓘ′
）。

　

た
し
か
に
多
人
数
は
集
ま
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
暴
力
的
な
行
為
や
衝
突
は

見
え
ず
、
武
力
的
な
鎮
圧
は
そ
う
し
た
目
論
見
の
か
け
ら
す
ら
存
在
し
な

か
っ
た
。
御
領
内
惣
百
姓
を
差
出
者
と
す
る
願
書
（
後
掲
﹇
史
料
お
﹈）
が
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提
出
さ
れ
、
受
領
し
た
側
も
願
意
を
承
知
し
た
と
明
言
し
て
、
そ
れ
を
も
っ

て
騒
動
は
解
散
し
た
。
こ
れ
が
刈
谷
藩
元
文
一
揆
の
す
べ
て
で
あ
る
。

﹇
史
料
五
﹈

Ｅ
十
月
四
日

一
此
度
検
見
新
法
ニ
付
ⓕ
村
々
百
姓
共
所
々
江
寄
合
致
騒
動
候
風
説
専
有

之
旨
大
目
付
中
ゟ
も
申
立
有

　

之
、
依
之
為
隠
シ
目
付
御
徒
目
付
一
場
三
郎
平
并
和
久
井
与
右
衛
門
差

出
候
様
ニ
御
内
々
ニ
而
被
仰
付
承
合
候
得
共
様
子
難
相
知
候
処
、
ⓖ
昨

夜
も
寄
合
之
趣
ニ
相
聞
、
且
又
ⓗ
今
日
町
口
御
門
相
詰
可
申
旨
注
進
有

之
候
付
、
ⓘ
三
太
夫
・
善
兵
衛
・
粂
右
衛
門
検
見
場
ゟ
御
家
老
中
御
呼

寄
被
成
、
右
之
趣
被
仰
渡
、
取
鎮
候
様
ニ
被
仰
渡
候
、
百
姓
共
六
七
百

人
八
丁
山
ノ
神
辺
江
段
々
集
り
候
付
、
三
太
夫
并
御
代
官
共
罷
出
、
願

書
三
太
夫
致
持
参
候
、
願
之
趣
御
聞
届
被
成
候
間
引
取
候
様
ニ
御
代
官

共
ゟ
申
渡
、
追
々
夜
中
退
散
申
候
、

 

（「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
十
月
四
日
〔
Ａ
40
〕）

Ｆ
此
度
検
見
之
義
ニ
付
百
姓
共
及
騒
動
、
知
鯉
鮒
道
迄
追
々
罷
越
候
、
依

之
早
々
取
鎮
メ
候
様
ニ
可
仕
旨
被
仰
出
候
段
申
渡
候
、
右
ニ
付
 ⓘ′
三
太
夫

并
御
代
官
猪
瀬
庄
兵
衛
・
御
石
取
両
人
四
ヶ
村
庄
屋
共
召
連
右
之
場
所
ニ

相
越
、
段
々
ニ
申
聞
候
、
然
処
百
姓
共
願
書
壱
通
差
出
候
、
三
太
夫
受

取
、
願
之
通
承
届
候
而
明
日
中
何
れ
共
願
之
通
可
被
仰
付
候
而
退
散
候
様

ニ
申
聞
候
処
、
納
得
申
候
而
致
退
散
候
、

 

（
勝
山
藩
家
老
九
津
見
家
資
料
０
１
９
６
「
被
仰
渡
申
渡
扣　

 

 

従
元
禄
十
五
午
年
至
延
享
四
卯
年
」）

二
　
新
た
な
検
見
仕
法
へ
の
百
姓
た
ち
の
対
応

　

匂
坂
粂
右
衛
門
に
よ
る
有
毛
検
見
仕
法
実
施
の
試
み
に
対
し
、
百
姓
側
が

折
々
に
提
出
し
た
願
書
の
中
味
に
即
し
て
整
理
し
直
し
て
み
た
い
。
以
下
に

示
す
﹇
史
料
あ
﹈〜﹇
史
料
お
﹈
が
元
文
三
年
八
月
の
有
毛
検
見
仕
法
導
入
直

後
か
ら
十
月
四
日
の
騒
動
時
点
ま
で
の
も
の
、﹇
史
料
か
﹈
㋑
〜
㋩
は
、
騒

動
収
束
後
の
十
一
月
に
百
姓
た
ち
が
藩
側
か
ら
誤
り
証
文
の
提
出
を
求
め
ら

れ
て
作
成
し
た
も
の
、
で
あ
る
。

（
1
）　

八
月
に
十
二
ヶ
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
願
書
﹇
史
料
あ
﹈
の
要
点
は
、

以
下
の
①
②
二
点
で
あ
る
。

　

①
合
毛
附
を
村
側
が
行
っ
て
帳
面
に
仕
立
て
て
提
出
す
る
と
い
う
や
り
方

は
こ
れ
ま
で
に
経
験
が
無
い
の
で
や
め
て
欲
し
い
。
検
見
役
人
が
検
見

を
行
う
際
に
合
毛
を
実
施
し
て
欲
し
い
。

　

②
以
前
か
ら
定
免
の
場
所
は
今
回
の
検
見
対
象
か
ら
除
外
し
て
欲
し
い
。

永
々
御
定
免
の
場
所
は
領
主
の
代
替
わ
り
と
は
無
関
係
に
継
続
し
て
欲

し
い
。

（
2
）　

八
月
十
七
日
に
十
二
ヶ
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
願
書
﹇
史
料
い
﹈
の
要

点
は
、
以
下
の
③
④
二
点
で
あ
る
。
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③
新
た
な
検
見
仕
法
は
不
慣
れ
で
は
あ
る
が
受
け
入
れ
て
や
っ
て
み
る
、

つ
ま
り
村
側
で
合
毛
付
を
行
っ
て
帳
面
を
作
成
し
て
提
出
す
る
か
ら
、

村
側
の
実
施
し
た
合
毛
付
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
免
と
変
わ
ら
な
い
よ

う
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
新
た
な
検
見
仕
法
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
欲
し

い
（
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
仕
法
に
従
っ
て
年
貢
を
賦
課
し
て
欲
し
い
）。

　

④
古
来
定
免
で
あ
っ
た
山
田
（
山
之
田
）
に
つ
い
て
は
定
免
と
し
て
ほ
し

い
。
趣
旨
は
②
と
同
じ
な
が
ら
、
具
体
的
な
場
所
を
特
定
し
つ
つ
、
な

ぜ
定
免
で
あ
る
べ
き
か
を
述
べ
る
。

（
3
）　

九
月
二
二
日
に
藩
領
四
一
ヶ
村
す
べ
て
か
ら
出
さ
れ
た
願
書
﹇
史
料

う
﹈
の
要
点
は
、
以
下
の
⑤
の
通
り
で
あ
る
。

　

⑤
新
た
な
検
見
仕
法
の
具
体
的
な
手
続
き
（
無
難
・
合
毛
・
坪
刈
の
実
施

方
法
、
平
均
や
上
中
下
の
等
級
の
付
け
方
、
最
終
的
な
年
貢
の
算
出
方

法
）
を
教
え
て
欲
し
い
。

（
4
）　

十
月
二
日
に
山
田
（
山
之
田
）
周
辺
四
ヶ
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
願
書

﹇
史
料
え
﹈
の
要
点
は
、
以
下
の
⑥
の
通
り
で
あ
る
。

　

⑥
「
山
田
（
山
之
田
）」
は
古
来
定
免
で
あ
り
、
新
た
な
検
見
仕
法
に
際

し
て
も
従
来
通
り
に
定
免
に
し
て
ほ
し
い
。
定
免
を
認
め
て
も
ら
え
れ

ば
今
後
三
年
間
は
通
常
の
年
貢
に
米
二
五
俵
ず
つ
加
算
し
て
納
入
す
る

（
5
）　

十
月
四
日
の
騒
動
の
現
場
で
提
出
さ
れ
た
願
書
﹇
史
料
お
﹈
の
要
点

は
、
以
下
⑦
〜
⑨
の
三
点
で
あ
る
。

　

⑦
こ
れ
ま
で
定
免
の
場
所
ま
で
新
た
な
検
見
仕
法
を
適
用
す
る
の
は
や
め

て
ほ
し
い
。

　

⑧
村
側
が
合
毛
付
を
行
う
の
も
不
慣
れ
だ
が
、
検
見
役
人
が
坪
刈
を
行
っ

て
算
出
し
た
合
毛
に
つ
い
て
百
姓
が
確
認
印
を
捺
す
と
い
う
や
り
方
は

勘
弁
し
て
欲
し
い
。

　

⑨
⑤
に
同
じ
く
、
新
た
な
検
見
仕
法
の
具
体
的
な
手
続
き
を
教
え
て
欲
し

い
し
、
検
見
仕
法
の
様
子
を
実
際
に
見
せ
て
教
え
て
欲
し
い
。

　

以
上
を
比
較
対
照
さ
せ
た
の
が
表
2
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
領
民
た
ち
の
要

望
は
、
旧
来
定
免
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
は

定
免
に
し
て
ほ
し
い
、
新
た
な
検
見
仕

法
に
少
な
か
ら
ず
み
え
る
不
明
点
に
つ

い
て
分
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
と

す
る
二
点
に
大
き
く
集
約
で
き
そ
う
で

あ
る
。

　

一
方
、﹇
史
料
か
﹈
㋑
〜
㋩
は
、
騒

動
収
束
後
に
百
姓
た
ち
が
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
た
誤
り
証
文
で
あ
り
、
㋑
が

郡
奉
行
あ
て
誤
り
証
文
の
下
書
き
、
㋩

が
そ
の
修
正
で
三
代
官
あ
て
、
㋺
が
㋩

を
も
と
に
し
て
代
官
側
で
書
き
直
し
て

実
際
に
受
領
し
た
誤
証
文
で
あ
る
。
㋑

㋩
は
、
先
に
整
理
し
た
要
望
⑨
を
踏
ま

え
た
記
述
と
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
こ

441

十
一

表２　村々からの願書の内容

旧来から定免の
場所は定免に

新しい仕法への不安
補足説明等の要求

（1） ８月 12ヶ村 ② ①

（2） ８月17日 12ヶ村 ④ ③

（3） ９月22日 41ヶ村 ⑤

（4） 10月２日 ４ヶ村 ⑥

（5） 10月４日 41ヶ村 ⑦ ⑧⑨
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と
を
謝
罪
す
る
内
容
と
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
㋩
は
百
姓
た
ち

の
手
元
に
返
却
さ
れ
て
、
三
代
官
側
で
書
き
直
し
た
㋺
が
誤
り
証
文
と
し
て

受
領
さ
れ
、
お
そ
ら
く
は
藩
の
上
層
部
に
ま
で
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

　

三
代
官
側
の
書
き
直
し
理
由
は
㋑
㋩
で
は
あ
ま
り
に
も
「
断
り
が
ま
し

い
」
か
ら
と
い
う
。
騒
動
を
起
こ
す
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
百
姓
た
ち

は
騒
動
を
起
こ
し
た
の
だ
と
読
め
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
書
き
直
さ
れ
た
㋺

に
は
今
回
の
騒
動
に
即
し
た
個
別
具
体
的
な
内
容
が
何
も
無
く
、
ひ
た
す
ら

謝
罪
の
言
葉
を
繰
り
返
す
ば
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
㋑
㋩
の
内
容
は
い
わ
ば

⑨
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
⑨
は
⑤
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。
百
姓
た
ち
の
要

望
に
お
け
る
核
心
部
分
で
あ
り
、
こ
の
間
、
百
姓
た
ち
と
の
折
衝
の
現
場
に

い
た
諸
役
人
た
ち
に
と
っ
て
は
再
三
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
た
主
張
で
あ
っ

た
。
十
月
四
日
に
願
書
﹇
史
料
お
﹈
を
受
け
取
り
、
た
だ
ち
に
新
た
な
仕
法

に
も
と
づ
く
検
見
を
中
止
し
た
段
階
で
、
百
姓
た
ち
の
主
張
は
受
け
入
れ
ら

れ
た
も
同
然
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
誤
り
証
文
の
な
か
で
も
繰
り
返
し
書
く
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
代
官
側
か
ら
す
れ
ば
「
断
り
が
ま
し
く
」
感
じ
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
ひ
た
す
ら
具
体
性
を
欠
い
た
謝
罪
の
繰
り
返
さ
れ
る
誤
り

証
文
の
提
出
を
も
っ
て
、
元
文
三
年
一
揆
は
一
区
切
り
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。

﹇
史
料
あ
﹈

　
　
　
　
　
　
　

奉
願
口
上
之
覚

一
御
検
見
之
儀
合
毛
附
村
方
ニ
て
仕
、
帳
面
指
上
申
候
様
被
為
仰
付
奉
畏

候
、
是
迄
村
方
ニ
て
仕
馴
不
申
候
合
毛
附
ニ
御
座
候
間
無
覚
束
奉
存

候
、
何
と
そ
御
見
分
之
上
合
毛
被
為
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
、

一
古
来
ゟ
御
定
免
之
場
所
ハ
御
検
見
御
除
キ
被
為
遊
可
被
下
候
、
永
々
御

定
免
之
場
所
ニ
御
座
候
間
、
何
と
そ
前
々
御
代
様
之
通
被
為
仰
付
被
下

候
様
、
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候
、

　
　

右
之
趣
宜
被
為
仰
上
、
願
之
通
相
叶
候
様
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　

午
八
月 

十
弐
ヶ
村　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

永
田
彦
右
衛
門
様

 

（
刈
谷
市
教
育
委
員
会
編
『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
第
二
巻
、

 

一
九
七
六
年
、
一
一
四
頁
）

﹇
史
料
い
﹈

　
　
　
　

奉
願
口
上
之
覚

一
御
検
見
合
毛
附
之
儀
御
免
被
遊
被
下
候
様
奉
願
上
処
、
御
百
姓
共
御
憐

愍
被
仰
付
候
旨
難
有
奉
存
候
、
乍
然
御
検
見
之
御
風
儀
乍
恐
不
案
内
ニ

奉
存
候
へ
共
、
被
為
仰
付
候
通
合
毛
附
仕
、
帳
面
指
上
可
申
候
間
、
元

免
ニ
引
合
申
候
分
ハ
は
ね
田
被
為
仰
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
御
百
姓
ハ

永
々
之
儀
御
座
候
間
、
乍
恐
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候
、

一
古
来
御
定
免
山
田
天
水
之
場
所
ニ
て
、
御
代
様
ニ
も
七
八
年
相
続
キ
及

日
損
立
毛
無
御
座
候
節
ニ
も
御
代
々
御
定
免
之
場
所
故
御
用
捨
御
願
不

申
上
候
、
御
先
代
之
御
検
見
御
除
キ
被
下
置
候
百
姓
之
儀
永
々
之
儀
ニ

御
座
候
間
、
畏
御
慈
悲
御
代
々
之
通
御
除
キ
被
下
置
候
様
幾
重
ニ
も
奉

願
上
候
、
右
之
趣
宜
被
仰
上
可
被
下
候
〔
様
、
脱
ヵ
〕
奉
願
上
候
、
以
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上

　
　
　

午
八
月
十
七
日 

十
弐
ヶ
村　

庄
屋　
　

 

組
頭　
　

 
（
刈
谷
市
教
育
委
員
会
編
『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
第
二
巻
、

 

一
九
七
六
年
、
一
一
六
頁
）

﹇
史
料
う
﹈

　
　
　
　

奉
願
口
上
之
覚

一
当
御
検
見
中
稲
段
々
御
覧
被
遊
候
付
、
無
難
并
合
毛
、
御
坪
刈
増
減
、

御
平
均
、
上
中
下
、
御
勘
定
御
立
如
何
被
仰
付
候
儀
ニ
御
座
候
哉
御
百

姓
共
無
覚
束
奉
存
候
付
、
達
て
御
窺
宜
候
様
申
候
間
、
被
御
極
方
被
仰

聞
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　

九
月
廿
二
日 
四
十
一
ヶ
村　
　
　
　

　
　
　
　
　

御
代
官
様

 

（
刈
谷
市
教
育
委
員
会
編
『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
第
二
巻
、

 

一
九
七
六
年
、
一
二
〇
頁
）

﹇
史
料
え
﹈

　
　
　
　

奉
願
口
上
之
覚

一
山
之
田
定
免
先
達
て
御
願
申
上
候
通
、
四
ヶ
村
之
儀
別
て
古
来
ゟ
之
御

定
免
ニ
御
座
候
、
此
度
御
検
見
場
所
被
為
仰
付
候
段
何
と
も
迷
惑
ニ
奉

存
候
、
四
ヶ
村
高
百
三
拾
七
石
余
御
座
候
、
右
之
御
田
地
天
水
場
所
、

雑
用
・
肥
し
等
大
分
掛
り
申
候
間
、
御
百
姓
精
力
を
以
作
仕
候
、
畏
御

慈
悲
を
以
前
々
通
御
定
免
ニ
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
御
め
ん
定
之
外

ニ
四
ヶ
村
ニ
て
壱
ヶ
年
ニ
御
米
弐
拾
五
俵
、
三
ヶ
年
之
内
御
上
納
可
仕

候
、
永
々
御
定
免
ニ
御
座
候
間
、
何
と
そ
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
御
百
姓

共
難
有
奉
存
候
、
尤
三
ヶ
年
通
候
ハ
ヽ
前
々
通
ニ
被
仰
付
可
被
下
候
、

右
之
趣
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　

十
月
二
日 

太
田
平
蔵　
　
　
　

 

庄
八
郎　
　
　

 

勘
助　
　
　
　

 

長
八
郎　
　
　

 

金
右
衛
門　
　

 

七
之
助　
　
　

　
　
　
　

小
嶋
清
助
様

 

（
刈
谷
市
教
育
委
員
会
編
『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
第
二
巻
、

 

一
九
七
六
年
、
一
二
〇
頁
）

﹇
史
料
お
﹈

　
　
　
　
　
　

乍
恐
奉
願
上
口
上
之
覚

　

当
御
検
見
御
風
義
御
替
被
為
遊
、
御
代
々
御
定
免
被
仰
付
被
下
置
候
場

所
迄
御
検
見
被
仰
付
候
段
承
知
仕
迷
惑
奉
存
候
、
兼
而
御
定
免
場
所
江
者

別
而
肥
等
多
ク
仕
候
所
ニ
一
統
之
御
検
見
被
仰
付
候
義
迷
惑
至
極
奉
存

候
、
殊
ニ
村
々
ニ
而
合
毛
等
相
積
り
候
様
ニ
被
仰
付
、
此
義
も
不
案
内
ニ
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付
御
古
例
御
検
見
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
様
先
達
而
御
願
申
上
候
得
と
も

御
承
引
無
御
座
、
被
仰
出
候
御
義
ニ
候
間
、
先
々
御
検
見
御
請
申
候
様
被

為
仰
付
、
其
上
ニ
而
御
百
姓
共
及
迷
惑
候
義
も
出
来
仕
ニ
而
願
書
申
候

者
、
何
分
ニ
も
御
取
立
可
被
成
候
御
義
と
被
仰
聞
承
知
難
有
奉
畏
候
、
則

早
稲
・
中
稲
等
御
検
見
御
請
申
候
所
ニ
御
坪
刈
之
合
毛
等
迄
百
姓
之
印
形

御
取
被
成
被
候
得
者
、
御
検
見
請
申
候
村
々
者
勿
論
、
于
今
御
検
見
不
相

済
村
々
共
承
無
覚
束
奉
存
候
、
依
之
御
願
上
候
者
、
無
難
之
様
子
、
上
中

下
之
段
々
御
訳
、
御
坪
刈
合
毛
被
遊
方
、
中
稲
御
検
見
御
引
方
等
、
乍
恐

拝
見
仕
度
奉
存
候
、
稲
刈
入
も
段
々
延
引
罷
成
候
付
、
殊
之
外
く
さ
り
は

へ
候
へ
と
も
、
御
引
方
之
御
様
子
共
無
覚
束
、
得
刈
入
不
仕
候
間
迷
惑
奉

存
候
、
右
御
引
方
之
御
様
子
被
仰
聞
可
被
下
候
、
此
義
重
々
之
奉
願
上

候
、
以
上
、

　
　
　

午
十
月
四
日 
御
領
内
惣
百
姓　
　

　
　
　
　
　

御
代
官
様
御
衆
中

 

（
勝
山
藩
家
老
九
津
見
家
資
料
０
１
９
６
「
被
仰
渡
申
渡
扣　

 

 

従
元
禄
十
五
午
年
至
延
享
四
卯
年
」）

﹇
史
料
か
﹈

㋑　
　
　
　

奉
指
上
証
文
之
事

　

十
月
四
日
百
姓
共
願
書
奉
指
上
候
趣
ハ
、
此
度
検
見
之
儀
ニ
付
坪
刈
合

毛
之
被
遊
方
、
無
難
并
上
中
下
三
段
之
訳
、
右
御
引
方
之
御
様
子
等
奉
承

知
度
段
出
訴
仕
候
、

一
此
度
御
検
見
之
被
遊
例
年
と
御
風
儀
も
相
替
り
候
ニ
付
、
先
達
て
願
奉

指
出
候
処
、
若
百
姓
共
之
難
儀
も
出
来
候
ハ
ヽ
其
節
可
奉
願
之
旨
被
仰

付
置
候
、
然
所
未
御
検
見
御
引
方
之
善
悪
も
不
奉
承
知
内
致
一
統
騒
動

仕
候
事
、

一
右
奉
願
候
趣
は
騒
動
ニ
も
不
及
儀
庄
や
共
取
鎮
メ
置
何
ヶ
度
も
可
奉
願

候
、
若
地
方
役
人
様
御
取
上
ヶ
無
御
座
候
ハ
ヽ
其
節
御
目
付
中
へ
可
奉

願
筈
之
所
、
第
一
百
姓
共
も
役
人
え
対
し
我
侭
成
仕
方
ニ
被
為
思
召
候

旨
、
年
々
御
仕
置
始
ニ
被
仰
付
置
候
御
条
目
を
相
背
一
統
仕
、
御
城
下

近
辺
え
詰
掛
ヶ
及
騒
動
出
訴
仕
候
段
、
上
を
不
奉
恐
入
仕
方
之
事
、

　

右
二
ヶ
条
之
趣
申
啓
仕
候
様
被
仰
付
、
末
々
百
姓
共
迄
召
集
為
申
聞
候

処
一
言
之
申
啓
も
無
御
座
、
不
調
法
至
極
奉
誤
候
、
向
後
不
調
法
成
御
願

等
仕
候
ハ
ヽ
何
様
之
曲
事
ニ
も
可
被
仰
付
候
、
為
其
誤
証
文
仍
如
件
、

　
　
　

元
文
三
戊
午
年
十
一
月 

百
姓
代
両
人　
　

 

組
頭　
　
　
　
　

 

庄
屋　
　
　
　
　

　
　
　

筑　

猪
右
衛
門
様

　
　
　

麻　

新
左
衛
門
様

　

右
之
通
下
書
出
申
候
ニ
付
、
十
一
月
十
三
日
相
認
御
領
分
庄
や
・
組

頭
・
百
姓
代
印
形
仕
証
文
指
上
ヶ
申
候
、

㋺　
　
　
　
　

口
上
之
覚
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刈
谷
藩
元
文
三
年
一
揆
に
つ
い
て
（
池
内
）

　

先
頃
御
百
姓
共
一
統
仕
書
付
指
上
申
候
ニ
付
申
啓
可
仕
旨
為
仰
付
奉

畏
、
御
書
付
之
趣
御
百
姓
共
へ
為
申
聞
候
所
、
御
上
様
不
奉
恐
不
調
法
千

万
仕
、
申
啓
可
仕
様
無
御
座
候
、
此
上
御
慈
悲
を
以
御
赦
免
被
為
遊
被
下

候
様
惣
百
姓
共
奉
願
上
候
、
私
共
申
啓
可
仕
様
無
御
座
候
、
幾
重
ニ
も
御

慈
悲
を
以
御
赦
免
被
為
遊
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
右
之
趣
何
分
ニ
も
宜

様
被
仰
上
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
以
上

　
　
　

十
一
月 

御
領
分
庄
屋　

印
形　
　

　
　
　

三
代
官
様

㋩　
　
　
　
　

乍
恐
口
上 

此
書
付
ハ
御
返
し
、
左
の
書
付
上
ル　
　

一
当
御
検
見
御
風
儀
相
替
り
候
ニ
付
先
達
て
御
願
申
上
候
処
、
百
姓
共
及

難
儀
候
筋
も
有
之
ハ
御
取
上
可
被
成
下
候
御
儀
被
為
仰
渡
難
有
奉
存
候

ニ
付
、
御
検
見
請
、
掛
り
申
候
所
、
御
古
役
様
方
地
方
御
免
被
仰
付
候

御
儀
承
知
仕
奉
驚
、
夫
ニ
付
合
毛
被
遊
方
、
無
難
、
上
中
下
甲
乙
不
〔
マ
マ
〕相

知
候
様
奉
存　

御
願
申
上
候
儀
、
一
統
共
不
奉
存
候
て
罷
出
候
御
事
、

一
右
御
願
申
上
候
趣
庄
や
取
鎮
メ
置
候
へ
共
、
御
検
見
合
毛
無
難
等
被
遊

方
不
被
成
下
内
鎌
を
も
難
入
奉
存
、
く
さ
り
は
ゑ
穂
等
も
出
来
候
ニ

付
、
何
れ
庄
や
ニ
て
も
相
頼
、
御
願
書
可
指
上
と
奉
存
罷
出
候
御
事
、

一
年
々
御
仕
置
初
被
為
仰
渡
候
旨
奉
承
知
候
へ
共
、
地
方
御
役
人
様
ヲ
指

置
、
御
目
付
様
方
何
れ
え
も
罷
出
候
存
寄
毛
頭
無
御
座
候
、
御
上
様
ヲ

不
奉
恐
候
段
幾
重
ニ
も
御
免
被
下
置
候
様
奉
願
候
、

　

右
之
通
御
百
姓
共
申
分
ニ
御
座
候
、
此
度
不
調
法
之
段
村
々
庄
や
共
え

御
赦
免
被
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
此
段
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　

十
一
月 

御
領
分
庄
や
不
残
印
形　
　

　
　
　
　

三
代
官
様

　

右
之
通
相
認
指
上
候
処
、
あ
ま
り
断
か
ま
し
く
被
思
召
、
御
代
官
様
御

内
証
ニ
て
御
直
し
、
左
ニ
写
置
候
通
書
付
上
ル
、

 

（『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
第
二
巻
、
一
二
三
〜
一
二
五
頁
）

お
わ
り
に

　

刈
谷
藩
領
民
の
願
書
に
も
見
る
よ
う
に
、
刈
谷
藩
で
は
そ
れ
ま
で
定
免
法

と
検
見
法
と
が
混
在
し
な
が
ら
適
用
さ
れ
て
き
た
。
従
来
か
ら
検
見
の
対
象

で
あ
っ
た
場
所
に
新
た
な
検
見
仕
法
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
仕
法
に
不
明
な

点
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
容
易
に
受
容
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
こ
れ

ま
で
定
免
と
さ
れ
て
き
た
場
所
に
も
新
た
な
検
見
の
仕
法
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
は
強
い
抵
抗
感
が
あ
っ
た
。
山
田
（
山
之
田
）
の
場
合
、
豊
凶
に
か
か

わ
ら
ず
毎
年
一
定
の
年
貢
を
納
め
て
き
た
の
は
定
免
と
い
う
代
々
の
慣
行
に

従
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
百
姓
た
ち
の
抗
議
・
抵
抗
は
要
は
先
例
に
違
う
こ
と

が
い
き
な
り
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
た
点
に
あ
っ
た
。

　

匂
坂
の
持
ち
込
ん
だ
新
た
な
仕
法
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
背
景
に

は
、
そ
う
し
た
現
地
に
お
け
る
先
例
重
視
の
実
情
を
充
分
に
理
解
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
藩
主
の
独
断
に
よ
）
21
（

る
も
の
だ
っ
た
だ
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名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
論
集 

第
４
号

け
に
、
百
姓
だ
け
で
な
く
領
主
層
に
お
け
る
合
意
形
成
に
も
不
足
し
て
い
た

こ
と
も
失
敗
の
要
因
で
あ
っ
た
。
新
た
な
検
見
仕
法
が
短
期
間
で
撤
回
さ

れ
、
匂
坂
ら
が
解
任
さ
れ
た
の
も
そ
う
し
た
事
情
に
よ
る
。
百
姓
た
ち
の
抵

抗
運
動
が
契
機
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
こ
で
選
択
さ
れ
た
政
策
が
受
容
さ
れ

る
素
地
を
欠
い
て
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

　

藩
の
政
策
が
即
時
撤
回
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
百
姓
側
の
要
求
が
相

当
程
度
獲
得
さ
れ
た
」
と
か
有
毛
検
見
法
を
「
一
人
の
処
分
者
も
だ
す
こ
と

な
く
」
阻
止
し
、
そ
の
後
の
「
年
貢
量
の
増
大
を
若
干
に
と
ど
め
、
以
後
固

定
化
せ
し
め
た
」
と
こ
ろ
に
「
こ
の
一
揆
の
力
が
大
き
か
っ
た
」
と
こ
れ
ま

で
評
価
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
そ
の
後
の
「
年
貢
量
の
増
大
を
若
干
に
と

ど
め
、
以
後
固
定
化
せ
し
め
た
」
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を

も
っ
て
「
百
姓
側
の
要
求
が
相
当
程
度
獲
得
さ
れ
た
」
と
す
る
の
も
誤
り
で

は
な
い
。

　

し
か
し
、
藩
主
は
こ
の
財
政
改
革
に
期
待
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
他

面
で
の
真
実
で
あ
る
。
そ
れ
が
挫
折
に
終
わ
っ
た
と
す
れ
ば
「
被
遊
方
無

之
」
よ
う
な
「
御
勝
手
向
御
差
支
」
状
況
は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う

か
。
そ
の
後
の
「
年
貢
量
の
増
大
を
若
干
に
と
ど
め
、
以
後
固
定
化
」
さ
れ

た
と
い
う
状
況
の
な
か
で
財
政
改
革
の
試
み
が
挫
折
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

無
策
の
ま
ま
で
窮
乏
し
た
藩
財
政
が
改
善
へ
向
け
て
急
転
回
で
き
る
と
は
と

て
も
思
え
な
い
。

注
（
1
） 「
三
浦
家
日
録
」
は
三
浦
家
家
老
の
日
記
。
三
浦
家
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
七

月
に
日
向
延
岡
か
ら
三
河
刈
谷
へ
転
封
と
な
り
、
刈
谷
入
封
時
の
藩
主
は
三
浦
明

敬
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
明
敬
五
男
の
義
理
が
遺
領
を
継
ぎ
、
元
文
三
年

の
藩
主
は
義
理
で
あ
っ
た
。
拝
領
高
は
二
万
三
〇
〇
〇
石
。
日
録
を
含
む
三
浦
家
史

料
は
岡
山
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
。
三
浦
家
の
城
地
は
刈
谷
の
の
ち
西
尾
を
経
て
美

作
勝
山
で
幕
末
を
迎
え
る
。
岡
山
大
学
付
属
図
書
館
Ｈ
Ｐ
で
は
、
勝
山
時
代
の
三
浦

家
史
料
を
デ
ジ
タ
ル
公
開
し
て
い
る
。

（
2
） 

勝
山
藩
家
老
九
津
見
家
史
料
０
１
９
６
「
被
仰
渡
申
渡
扣　

従
元
禄
十
五
午
年
至
延

享
四
卯
年
」
に
よ
る
。
九
津
見
家
史
料
は
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
所
蔵
。

（
3
） 

関
連
す
る
史
料
を
次
に
掲
げ
る
。

 

〔
享
保
十
九
年
十
一
月
〕
同
九
日
、
御
誕
生
日
ニ
付
、
御
家
老
中
・
御
用
人
・
町

奉
行
・
同
列
谷
口
勘
太
夫
・
佐
藤
三
太
夫
・
九
里
平
馬
・
当
番
御
徒
目
付
、
御
初

書
・
御
吸
物
・
赤
飯
・
御
酒
被
下
之
、
〇
佐
藤
三
太
夫
、
昨
日
江
戸
ゟ
着
、

 

同
十
一
日
、
佐
藤
三
太
夫
、
爰
元
逗
留
中
勢
州
参
宮
仕
度
旨
願
之
通
被
仰
付
申

渡
、

 

〔
同
十
二
日
〕

 

一
佐
藤
三
太
夫
、
今
日
勢
州
江
出
立
届
有
之
候
、

 

〔
十
一
月
〕
同
廿
六
日

 

一 

駿
府
借
用
金
相
調
、
佐
藤
三
太
夫
明
日
発
足
ニ
付
諸
証
文
等
出
来
相
渡
、
百
姓

代
と
し
て
刈
谷
町
平
蔵
・
高
津
波
村
々
頭
源
三
郎
相
越
、
右
ニ
付
金
二
百
疋
平

蔵
江
、
百
疋
源
三
郎
江
被
下
、
其
外
路
用
か
ら
尻
一
疋
ツ
ヽ
被
下
之
、
右
両
人

エ
フ
〔
絵
符
〕
之
事
願
之
通
申
付
、

 

一 

駿
府
世
話
や
き
与
力
佐
藤
弥
惣
左
衛
門
・
大
谷
木
治
部
右
衛
門
・
福
原
郡
太
夫

江
拾
五
人
扶
持
ツ
ヽ
被
下
之
、
下
働
江
三
人
扶
持
被
下
之
、
右
御
扶
持
方
代
、

暮
と
七
月
と
其
節
之
相
場
ヲ
以
代
ニ
而
被
下
候
筈
、

（
4
） 
注（
2
）に
同
じ
。

（
5
） 「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
40
〕
四
月
廿
九
日
条
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刈
谷
藩
元
文
三
年
一
揆
に
つ
い
て
（
池
内
）

（
6
） 「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
40
〕
五
月
九
日
条

（
7
） 
注（
5
）に
同
じ
。

（
8
） 
刈
谷
市
教
育
委
員
会
編
『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
第
二
巻
、
一
九
七
六
年
、
一
〇
三
〜

一
〇
四
頁

（
9
） 「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
39
〕〔
Ａ
40
〕。

（
10
）（
11
） 「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
40
〕。

（
12
） 

前
掲
注（
8
）『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
第
二
巻
、
一
一
四
〜
一
一
五
頁

（
13
） 「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
39
〕
八
月
廿
八
日
条

（
14
） 

注（
5
）に
同
じ
。

（
15
） 「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
40
〕
八
月
廿
九
日
条

（
16
） 

勝
山
藩
家
老
九
津
見
家
資
料
０
１
９
６
「
被
仰
渡
申
渡
扣　

従
元
禄
十
五
午
年
至
延

享
四
卯
年
」

（
17
） 「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
40
〕
九
月
十
一
日
条

（
18
） 「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
40
〕
九
月
十
日
条

（
19
） 

注（
17
）に
同
じ
。

（
20
） 「
三
浦
家
日
録
」
元
文
三
年
〔
Ａ
39
〕
で
は
「
八
丁
山
神
」、
九
津
見
家
史
料
（
注

（
2
））
で
は
「
知
鯉
鮒
道
山
神
ノ
還
」。

（
21
） 

こ
の
点
は
稿
を
改
め
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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Abstract
On rebellion at Kariya Domain occurred in 1738

IKEUCHI Satoshi

	 On October 4, 1738, 600–700 peasants gathered to protest. The Kariya domain immediately 
moved toward calming the situation, accepting the requests of the peasants and disbanding the 
turmoil. This is the outline of the rebellion at Kariya Domain occurred in 1738.
	 The financial poverty of the Kariya domain was severe, and as one of the measures to overcome 
it, the Domain introduced the new method of how to increase the annual tribute, and the people 
protested against it. The clan’s policy was immediately withdrawn. In this paper, we will reorganize 
the attempt by the Kariya domain to introduce the new method, which was the direct premise of the 
rebellion at Kariya Domain occurred in 1738, and the response of the peasants to it.

Keywords: Rebellion, Kariya Domain, annual tribute, Edo era


